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【背景】
急性胸部症状を伴う症例の中で、致命率の高い三大疾患は、急性大動脈解離、急性肺動脈血栓
塞栓症、急性冠症候群である。これらの疾患に対して迅速に検査及び診断を行い、適切な治療を
行うことが患者の予後改善につながる。
しかし夜間、休日など時間外においてCT担当技師が撮影をするとはかぎらない。そこで我々は 
triple rule out CT検査において、検査手技を簡便化かつ標準化を図り、時間外でも迅速で確実な
業務が行える様、今回のテーマで活動することとした。

Fig.1 担当別意識調査 Fig.2 検査手技習得方法聞き取り調査
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Fig.3 理解度テスト結果



【目的】
検査内容及び操作法を理解し、全員が時間外における triple rule out CT検査ができる様になる。 

【方法】
・検査手技理解度の向上の為に検査手技習得方法の見直しを行う。
・習得システムの構築の為に検査手技のマニュアル作成を行う。
・物品配置の簡素化に為に物品配置の見直しを行う。



Table1. Scan protocol

Fig.4 臨床画像

【結果】

Fig.5 対策前後での理解度テスト結果 Fig.6 対策前後での意識調査結果

【結語】
今回は時間外におけるtriple rule out CT検査の見直を行った。
現在では対策前に比べ、自信度が32%→90%、検査手技理解度も70点→100点と高い値を出す
ことが出来た。その為、検査結果を早く示すことが出来、今まで以上に安全で確実な検査が行え
る様になった。
今後もスタッフのスキルアップを図り、質の高い医療が提供できる様に努力していきたい。


